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～タイムテーブル～



大学力強化に向けた全学的な改革行動への取り組みとして、世界の変化、地域社会の変化に応じ
た独自の教育を展開していく必要がある。それには、多様な価値観や世界観が混在する中で違いを
受け止め、独自性をもって課題に向き合っていく人材育成が要請されており、分野横断型の教養教
育と専門教育を融合したリベラルアーツ型教育の実現について認識を共有したい。

卒業生からみた大学教育に対する意見を踏まえて、大学教育の改善に向けた要望を浮き彫りにし、
社会で発揮できる能力をいかに育成していくべきか、産学連携、地域社会との連携などの面から考
える機会としたい。

休　　憩

学生の主体的な学びを実現するための仕組みには、一方向的な授業ではなく、学生の能動的な学修への
参加を目指した授業や学修法の工夫が欠かせない。例えば、講義と対話学修の組み合わせ、グループによ
る事前事後学修と課題発見・解決学修、多人数での双方向型授業など、様々な教育方法が考えられている。
授業目標を達成するためにはどのような方法が効果的であるか、取り組み事例を通じて探求したい。

少人数のアクティブ・ラーニングから多人数に向けた学修発表まで、様々な使い方ができる共用
施設としてのラーニングコモンズの活用実態とその効果について紹介する。また、文章の作り方、
情報の読み方など初年次向けの基本的なスキルの習得と、問題発見能力などの育成をサポートする
大学院生、教職員などによるファシリテータの仕組みを紹介し、アクティブ・ラーニングの展開に
必要な学修環境について理解を共有する。

休　　憩

アクティブ・ラーニングを効果的に進めていく授業方法の一つとして、ｅラーニングによる予習
を義務付けた上で、教室で問題を解かせ、議論させることを通じて、知識の定着と活用を促進する
反転授業についてＪＭＯＯＣでの実施例を踏まえて、教育のイメージを共有する。また、反転学修
を実現するための教材づくり、プラットフォーム、要員、費用などの条件について整理する。

中央教育審議会「日本再生のための教育再生戦略」などを踏まえて、主体的・能動的学修の育成
に向けた実践的な教育への取り組みの重要性を強調していただく。また、初年次教育の一環として、
大学１年生に大学で学ぶことの重要性を産業界の協力を得て実体験させる中で、社会が学生に期待
する学修について自ら気づきをさせる取り組みを紹介いただく。

終　　了

9：50

10：00

11：00

13：00

14：00

15：00

12：00

15：15

15：55

17：00

９月３日　全体会



【分科会Ａ】

学生参加型学修としてのアクティブ・ラーニング

を体験することにより得られる効果について、大学

側の視点と学生側の反応を確認するとともに、対話

学修での成績評価の客観性および主体性の定着度の

評価を含めて考察する。

課題提起：

【分科会Ｃ】

全学共通教育で学術的文章の作成を動画配信し、

ネットを通じて大学院生が指導する学修支援の仕組

みの事例と、グループディスカッションの促進、レ

ポートの点検・整理など、大学院生による教育支援

と養成を組織的に展開する事例を紹介し、アクティ

ブ・ラーニング実現のための支援体制について認識

を深める。

課題提起：

【分科会Ｄ】

授業外学修の促進を実現するための学修環境とし

て必要な施設、支援スタッフ、支援組織の構成など

について、事例を踏まえて理解を深めるとともに、

様々な学修支援の工夫と教育組織との連携を通じた

学修の質の転換を考察する。

課題提起：

【分科会Ｂ】

授業中の学生からの疑問点の書き込みによる授業

内容の改善、学生同士の教え合いなど様々な教育に

活用している多機能端末の導入と、企業と連携した

電子教科書の導入の背景、目的、実施に伴う課題に

ついて、事例を踏まえて認識を深める。

課題提起：

９月４日　テーマ別自由討議

10：00

〜

12：30

14：00

〜

16：30

12：30
〜

12：45

12：45

16：45
〜

18：00
情報交流会 ※参加費　別途4,000円が必要です。

12：30
〜

17：00
大学・企業によるICT導入・活用事例（ポスターセッション）

９月５日　大会発表（92件） 別紙の発表一覧をご覧下さい。

大学・企業によるICT導入・活用事例（ポスターセッション）の概要紹介

休　　憩



＊発表者名は、発表代表者名のみ掲載しています。　会場は５会場で同時開催します。
発表番号 分野 発表タイトル 発表代表者名 大学名 会場

10:00 A-1 入学前・初年次教育  外部開発教材を活用した経済学部・推薦入学生に対する入学前eラーニング教育 児玉　俊介 東洋大学
10:20 A-2 入学前・初年次教育 入学前ｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ学習結果の学生指導への活用 岩崎　光伸 近畿大学
10:40 A-3 入学前・初年次教育 初年次教育における新入生のＬＭＳ対応能力の調査及びＬＭＳ導入教育の支援方式の検討 出木原　裕順 広島国際大学
11:00
11:10 A-4 ポートフォリオ ｅ－ポートフォリオを活用したプレゼンテーション能力育成 山住　富也 名古屋文理大学
11:30 A-5 ポートフォリオ ＳＮＳを利用したポートフォリオ作成支援 大隣　昭作 西日本短期大学
11:50 A-6 ポートフォリオ ポートフォリオ型学習を支援するｅラーニングシステムの設計と開発 山川　広人 千歳科学技術大学

12:10
12:20
13:30 A-7 ポートフォリオ 主体的学び活動を見える化するｅ－ポートフォリオの構築～質保証のための分析と評価～ 木村　美奈子 九州女子大学
13:50 A-8 ポートフォリオ 教室内外における学生の多様な活動を可視化するｅポートフォリオの開発と運用 宮川　幹平 東海大学福岡短期大学

14:10 A-9 ポートフォリオ 初年次キャリア教育科目におけるｅポートフォリオの利用 梶木　克則 甲子園大学
14:30
14:40 A-10 キャリア教育 主体性形成を志向したキャリア教育のためのＩＣＴ活用 大石　雅也 北海学園大学
15:00 A-11 キャリア教育 学生支援強化に向けた学生情報システムの新たな展開 梶田　鈴子 中村学園大学短期大学部

15:20 A-12 キャリア教育 主体的な学修を支援するキャリア支援サイトの活用 栗田　るみ子 城西大学
15:40
15:50 A-13 外国語教育 初修外国語教育におけるICTを中心に据えた教育方針とその実践 中川　浩 日本大学
16:10 A-14 外国語教育 LMS利用による英単語学習の効果についての考察 池頭　純子 大妻女子大学短期大学部

16:30 A-15 外国語教育 ＩＣＴを利用した中国語発音教育～多人数クラスでの個別指導～ 周　錦樟 南山大学
16:50
17:00 A-16 外国語教育 クラウドストレージサービスやブログ等を利用した英語学習動機づけの試み 梅田　礼子 大同大学
17:20 A-17 外国語教育 理系学科における英語教育モデルの再構築～学習意欲の向上と自律的学習力育成への挑戦～ 小栗　成子 中部大学
17:40 A-18 外国語教育 語学教育におけるＩＣＴ活用による実践的取り組み～韓国語教材との関連において～ 山田　恭子 近畿大学
18:00 A-19 外国語教育 英文法学習におけるＩＣＴ有効利用の可能性 松本　由美 玉川大学
10:00 B-1 教材開発 交渉学を利用した学生－社会人ギャップをうめるコミュニケーション力の育成モデル構築 田上　正範 関西大学
10:20 B-2 教材開発 学生の意識分析と人間関係への配慮の方法から見た非対面ピア・レスポンスの可能性 中尾　桂子 大妻女子大学短期大学部

10:40 B-3 教材開発 日本語・英語二か国語に対応したビジネスゲームの実践 岩井　千明 青山学院大学
11:00
11:10 B-4 教材開発 教職課程学生に向けたアプリ作成授業の取り組み 横山　泰 新潟経営大学
11:30 B-5 教材開発 「小学生向け情報セキュリティ・情報モラルの映像教材」を活用した指導案の作成 黒崎　茂樹 都留文科大学
11:50 B-6 教材開発 基礎的な授業技術習得のための示範授業ビデオの制作 坂本　徳弥 椙山女学園大学
12:10
12 20

５
Ｆ
穂
高
東

平成26年度　教育改革ICT戦略大会　９月５日（金）　発表一覧（92件）

休　憩（10分）

大学・企業連携による実践事例の概要（10分）
休　憩（70分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

大学・企業連携による実践事例の概要（10分）
休 憩（70分）12:20

13:30 B-7 教材開発 教育用３次元ＣＡＤを用いた図形科学教育とモデル製作実習 新津　靖 東京電機大学
13:50 B-8 教材開発 住生活に関する資格検定取得と連動した３ＤＣＡＤ教育 藤居　由香 島根県立大学短期大学部

14:10 B-9 教材開発 情報コンテンツ制作ソフトを用いたｅ－ラーニング教材作成とソフト活用方法の試み 森田　裕子 杉野服飾大学短期大学部

14:30
14:40 B-10 教材開発 ＩＣＴを用いたライブ体験の学修支援とグローバル科学教育構想 千葉　雅史 東海大学
15:00 B-11 教材開発 動画コンテンツの作成および教育、討議資料としての活用の可能性提案 小笠原　宏 流通科学大学
15:20 B-12 教材開発 学生が喜んで学ぶ電子書籍と動画共有サイトの実践例 中嶋　航一 帝塚山大学
15:40
15:50 B-13 教材開発 ＩＣＴ活用による数学リテラシー教育 上江洲　弘明 早稲田大学
16:10 B-14 教材開発 ＩＣＴを活用した主体的学びを誘導する統計教育の試み 山口　和範 立教大学
16:30 B-15 教材開発 法科大学院における法情報教育のためのコンテンツ開発と実践 中村　有利子 龍谷大学
16:50
17:00 B-16 教材開発 薬効評価・副作用の確認がトレーニングできるフィジカルアセスメント学習教材の開発 徳永　仁 九州保健福祉大学

17:20 B-17 教材開発 看護教育における学習支援のためのＩＣＴ活用試案 瀧　麻衣 聖マリア学院大学

17:40 B-18 教材開発 ＩＣＴを活用した多職連携教育の実践 野田　幸裕 名城大学
18:00 B-19 教材開発 インストラクショナル・デザインを用いたフィジカルアセスメントｗｅｂ教材の開発 熊谷　奈穂 北里大学
10:00 C-1 学習支援体制 学生が納得し教員も満足のいく成績評価手法の開発 小無　啓司 流通科学大学
10:20 C-2 学習支援体制 スマートフォン／タブレットＰＣ向け学修支援アプリの開発と展開 内田　啓太郎 関西学院大学
10:40 C-3 学習支援体制 学生情報を活用した学習支援体制の構築 河内　一了 サイバー大学
11:00
11:10 C-4 学習支援体制 ユビキタス学習支援組織の創設～ICT教室から全空間の学習支援へ～ 小松　泰信 大阪女学院大学
11:30 C-5 学習支援体制 アクティブラーニングのための学習空間の構築と整備 内田　奈津子 フェリス女学院大学

11:50 C-6 学習支援体制 アクティブ・ラーニング用パイロット教室の導入と教育効果 白澤　秀剛 東海大学
12:10
12:20
13:30 C-7 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ フィールドプラクティスによる産学連携と実践的教育の取り組み 山田　耕嗣 大阪産業大学
13:50 C-8 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ ＰＢＬによる電子書籍の作成 高橋　真 大谷大学
14:10 C-9 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ 学生によるカレッジアイデンティティの形成～学科横断的な映像制作と連携モデルのデザイン～ 河井　延晃 実践女子大学
14:30
14:40 C-10 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ ICTを活用した地域－大学連携事業～経営コミュニケーション学の実践～ 亀井　あかね 東北工業大学
15:00 C-11 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ 授業支援システムを活用したアクティブラーニングの授業開発について 岡田　工 東海大学
15:20 C-12 ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ １００人規模クラスでのクリエイティブデザインプロジェクトの取組み 青木　茂樹 駒澤大学
15:40
15:50 C-13 反転授業 予習・復習に重点をおいた初級プログラミングの授業実践～より有効な反転授業を目指す～ 松本　章代 東北学院大学
16:10 C-14 反転授業 「教えない」をベースにしたプログラミング授業とＩＣＴ活用のバランスに関する試み 田中　真 東海大学
16:30 C-15 反転授業 留学生教育におけるブレンディッドラーニングの実践－文法教育の反転授業の試みと課題 手塚　まゆ子 関西大学
16:50
17:00 C-16 反転授業 ＩＣＴを利用した事前学習環境の構築とその試行について 山下 泰生 関西国際大学
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休　憩（70分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

大学・企業連携による実践事例の概要（10分）
休　憩（70分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

17:00 C-16 反転授業 ＩＣＴを利用した事前学習環境の構築とその試行について 山下　泰生 関西国際大学
17:20 C-17 反転授業 ＩＣＴツールを活用した反転授業の運用と効果 木本　圭一 関西学院大学
17:40 C-18 反転授業 医学教育国際認証と反転授業による社会医学授業改革 守山　正樹 福岡大学



発表番号 分野 発表タイトル 発表代表者名 大学名 会場

10:00 D-1 e-Learning 自動車整備士養成課程におけるＩＣＴを活用した国家試験対策システムの導入について 亘理　修 北海道科学大学短期大学部

10:20 D-2 e-Learning 課題提出システムを利用した教養教育と教養試験対策 伊藤　圭一 豊橋創造大学短期大学部

10:40 D-3 e-Learning タブレットＰＣを用いた新しいｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 伊藤　春樹 愛知淑徳大学
11:00
11:10 D-4 e-Learning ネットワーク配信授業を活用したＢ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ 沢田　克敏 愛知工業大学
11:30 D-5 e-Learning オンデマンドと対面授業とのブレンド型授業におけるプレゼンテーション力の向上 保崎　則雄 早稲田大学
11:50 D-6 e-Learning  コーセラのピアレビュー法を取り入れたタブレット端末によるプレゼンテーションスキルの養成 上田　敏樹 大谷大学
12:10
12:20
13:30 D-7 情報リテラシー 教育現場での実践的スキルを取り入れたコンピュータリテラシー教育に関する一考察 坂本　雄士 浜松学院大学
13:50 D-8 情報リテラシー 情報活用力の修得を目的とした科目「ＩＣＴ応用」におけるＩＣＴの活用事例とその効果 三輪　多恵子 豊橋創造大学
14:10 D-9 情報リテラシー 全学的な情報リテラシー向上をめざした初年次情報教育科目の検証 記谷　康之 広島修道大学
14:30
14:40 D-10 情報リテラシー 暗号処理を題材とした表計算ソフトの関数学習 堀池　聡 兵庫大学
15:00 D-11 情報リテラシー 基礎教養教育科目「情報リテラシー」の再構築に向けて～授業開発・改善の試み～ 波多野　和彦 江戸川大学
15:20 D-12 情報リテラシー タブレット端末のリテラシー教育と授業連携 藤田　勝康 北海道科学大学
15:40
15:50 D-13 情報リテラシー 大学初年次の著作権教育において「違法事例」が果たす役割 水野　義之 京都女子大学
16:10 D-14 情報リテラシー 医学部学生を対象とした情報活用技術の獲得支援講義 佐藤　梓 東京女子医科大学

16:30 D-15 情報リテラシー ICTスキルの可視化と対策～初年次から卒業までのスキルアップ計画～ 柴田　雅博 フェリス女学院大学

16:50
17:00 D-16 プログラミング 情報リテラシー教育を基礎とした化学を理解するためのビジュアルプログラミング 堀合　公威 城西大学
17:20 D-17 プログラミング 集合型教育におけるコンピュータ・プログラミング言語教育を支援するシステムの提案 中國　真教 福岡大学
17:40 D-18 プログラミング ＬＭＳを活用したチームティーチングによる初年次プログラミング教育の実践 勝間田　仁 日本工業大学
10:00 E-1 SNS Ｍｙ　Ｂｏｏｋｓｈｅｌｆ－ｗｅｂ／ＳＮＳを通じた大学生と書籍との関係づくり 犬塚　潤一郎 実践女子大学
10:20 E-2 SNS ＳＮＳを利用したディスカッション・ボードの構築～「教えない」英語教育を目指して～ 菅原　安彦 国士舘大学
10:40 E-3 SNS ＳＮＳとタッチタイピングを組み合わせた学習意欲向上の試み 柴田　みゆき 大谷大学
11:00
11:10 E-4 LMS ｍｏｏｄｌｅを利用した出席管理システムの開発と運用 真田　博文 北海道科学大学
11:30 E-5 LMS Ｍｏｏｄｌｅを活用したタイピング練習とその影響に関する調査研究 岩田　一男 北九州市立大学
11:50 E-6 LMS 学習支援システムを使用した短大講義科目における教育改善の試み 守田　美子 大妻女子大学短期大学部

12:10
12:20
13:30 E-7 LMS 学習管理システム（ＬＭＳ）の利用範囲と学内展開～学習・授業支援と危機管理対策～ 坂田　信裕 獨協医科大学
13:50 E-8 LMS Moodle の data 抽象化による作業の効率化 石川　高行 大阪国際大学
14:10 E-9 LMS 日本の大学が一刻も早くムードル採用にむけて動き出さなければならない１０の理由 McNabb　R. Gregg 静岡理工科大学
14:30

支援 大教室 知識移転型授業 支援 新たな授業 デ よ ウド型 構築 春木 良且 女学 学
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休　憩（10分）

大学・企業連携による実践事例の概要（10分）
休　憩（70分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

休　憩（10分）

大学・企業連携による実践事例の概要（10分）
休　憩（70分）

休　憩（10分）

14:40 E-10 授業支援ツール 大教室での知識移転型授業の支援～新たな授業モデルによるクラウド型ツールの構築～ 春木　良且 フェリス女学院大学

15:00 E-11 授業支援ツール 授業を活性化する携帯端末向け短文投稿システムの開発と活用 中西　裕 就実大学
15:20 E-12 授業支援ツール スマートフォン・タブレットを活用した学生発言の促進で実現する授業改善 武田　直仁 名城大学
15:40
15:50 E-13 授業支援ツール 学習支援システムを利用した知識共有型授業の運営方法－学びの場の構築 犬塚　正智 創価大学
16:10 E-14 授業支援ツール 複数教員によるオムニバス形式講義での参加型授業支援ツールを用いた取り組みの報告 笹本　剛 東北工業大学
16:30 E-15 授業支援ツール バックグラウンド稼働クリッカーの開発と実践活用 巽　靖昭 東洋大学
16:50
17:00 E-16 授業支援ツール 次世代型学生証を使った多人数一斉グループ学習 中村　栄治 愛知工業大学
17:20 E-17 授業支援ツール 創造理工学実験における教育ネットワークシステムの構築 伊藤　智幹 中部大学
17:40 E-18 授業支援ツール 低コスト指向な大規模無線ＬＡＮ環境の構築と運用～接続端末数５万台超へ向けて～ 大本　英徹 京都産業大学

蘇
西

休　憩（10分）

休　憩（10分）

大学・企業連携によるICT導入・活用事例紹介
（ポスターセッション）

日 時： ９月４日（木）12:30～17:00 / ９月５日（金）10:00～17:30
会 場： ５F 廊下

大学・短期大学と当協会の賛助会員企業との連携によるＩＣＴ導入・活用の事例紹介をポスターセッション形式
で行います。事例内容は、８月下旬にWebに掲載します。



水

参加者には、加盟校に限定して当日の発表スライド（許可が得られたもの）を後日閲覧できるようにします。



連絡代表者

大学名・社名

領収書  8月28日振込分まで当日名札に付けてお渡しし、以降は連絡代表者に郵送します。 参加費一覧表

　宛　名　　　　　　　　　　　　　　　： 　個人名　　・　　大学名（社 名）

　金　額（複数名申込みの場合）： 　参加者人数分まとめて一括　　・　　参加者ごとに１枚ずつ記入

※1　 9月4日「情報交流会」は別途、参加費（4,000円）が必要です

※2　 9月5日の発表者は全プログラムに参加可能（申込不要）ですが、9月4日情報交流会は一般申込みと参加費が必要です

※3　電子メールアドレスは、当協会のイベント案内に利用し、目的以外の利用もしくは第三者提供はいたしません。

情報交流会

（９月４日）

E-mail　※3 上表を参照下さい

会  員:8,500円 会  員:8,500円 午前： Ａ  ・ Ｂ  会  員:4,000円 会  員:8,500円 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

非会員17,000円 非会員17,000円 午後： Ｃ  ・ Ｄ　 非会員4,000円 非会員17,000円 Ｄ  ・  E　
円

会  員:8,500円 会  員:8,500円 午前： Ａ  ・ Ｂ  会  員:4,000円 会  員:8,500円 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

非会員17,000円 非会員17,000円 午後： Ｃ  ・ Ｄ　 非会員4,000円 非会員17,000円 Ｄ  ・  E　
円

会  員:8,500円 会  員:8,500円 午前： Ａ  ・ Ｂ  会  員:4,000円 会  員:8,500円 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

非会員17,000円 非会員17,000円 午後： Ｃ  ・ Ｄ　 非会員4,000円 非会員17,000円 Ｄ  ・  E　
円

会  員:8,500円 会  員:8,500円 午前： Ａ  ・ Ｂ  会  員:4,000円 会  員:8,500円 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

非会員17,000円 非会員17,000円 午後： Ｃ  ・ Ｄ　 非会員4,000円 非会員17,000円 Ｄ  ・  E　
円

会  員:8,500円 会  員:8,500円 午前： Ａ  ・ Ｂ  会  員:4,000円 会  員:8,500円 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

非会員17,000円 非会員17,000円 午後： Ｃ  ・ Ｄ　 非会員4,000円 非会員17,000円 Ｄ  ・  E　 円

合　計
円

９月４日

　該当する金額に○をつけ、４日、５日については、「主に参加する」分科会やグループに○をつけて下さい。
当日、参加分科会・グループの変更、移動は可能です。

氏　名

平成26年度 教育改革ＩCＴ戦略大会 参加申込用紙

TEL FAX連絡先  　大 学　　・　　自 宅　　・　　会 社

部署名 担当者名

３日間参加すると、割引になります

９月３日 ９月５日所属・役職名

住　所　〒    

　　加盟校 25,500円→20,000円　非加盟校 51,000円→40,000円　※1,2

合計金額

会員校 非会員校

○ ○ ○ ○ 24,000 44,000

○ ○ ○ 20,000 40,000

○ ○ ○ 21,000 38,000

○ ○ 17,000 34,000

○ ○ ○ 21,000 38,000

○ ○ 17,000 34,000

○ ○ ○ 21,000 38,000

○ ○ 17,000 34,000

○ ○ 12,500 21,000

○ 8,500 17,000

○ ○ 12,500 21,000

○ 8,500 17,000

○ ○ 12,500 21,000

○ 8,500 17,000

１日

３日間

２日間

合計（円）
参加日数 9月3日 9月4日 情報交流会 9月5日


